
連載企画／国土教育シリーズPa円2

日・米・英・仏・独／教科書で学ぶ「国土とインフラ」

［第16回］日本の中学「社会科」教科書から学Jj＼④

一歴史教科書が教えるインフラ整備と自然災害の歴史（中学歴史）一

国土に働きかける努力を先人たちが行ってきてく

れたおかげで，私たちは国土かう生活の安全性や利

便性を得ることができています。森林，田畑，河川，

水道，道路，鉄道など，国土への働きかけの歴史と

その恩恵のもとに，私たちは暮5しています。

しかし，こうした当たり前の事実を，普段，私た

ちが意識するととはありません。「当たり前」であ

るが故に，口lこ出して人に説明することもありませ

ん。一方で，インフラ整備（公共事業）の必要性とそ

の効果を，十分に理解していない人も少なくないよ

うに思えます。国土への働きかけの経緯と成果を，

わが国の歴史教科書ではどのように取り扱っている

のでしょうか。

「原始～古代Jの国士への働きかけ

現行の中学校の社会科（歴史的分野）教科書では，

国土への働きかけの歴史について，次の事項が取り

上げ5れています。

ます＼原始～古代の「わが国の歴史の背景にある

各社の平成28年度版中学歴史教科書
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世界の歴史」についてみると，おおむね全ての教科

書が，古代世界文明（土ジブ卜文明・メソポタミア

文明－インダス文明）とインフラ整備（農耕濯蹴，

治水，道路，下水道，都市，城壁など），中国文明

とインフラ整備（農耕・濯j既，治水，シルクロード，

万里の長城芯ど），ローマ帝国とインフラ整備（道路

網・水道橋など）について説明しています。

古代世界文明を学習させる前に，「農耕と牧畜の

はじまり」という学習テーマをもうけて，ジャレッ

ド ダイヤモンドなどの学説に基づく解説を加えて

いる‘学び舎’の教科書には新鮮みがあります。

一方，わが国の歴史についてみると，植物栽培の

開始［縄文時代］ ＇濯減用水路と水田稲作の拡大［弥

生時代］ ，古墳建設と大和朝廷の国力［古墳時代］，

渡来人が伝えた土木技術（ため池造成など） [5世紀

頃l太宰府防衛と大野城・水城の建設［7世紀］，

平城京の建設，中央と地方を結，3，幹線道路（七道）の

整備，土地開墾と墾田永年私財法，行基による橋や

用水路の整備［以上，奈良時代l平安京の建設，

土地開墾と荘園［以上，平安時代］などが

採録されています。

清水害院0.8%

育鴎社6.3%

日本文教出版

9.4% 

東京書籍

51.0% 

平成28年度中学歴史教科書採択状況
［総採択冊数に占める各出版社の占有率］
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古墳建設と大和朝廷の国力・技術力

古墳建設と大和朝廷の国力に関して，育鵬社では，

「世界最大の墓・大仙古墳（仁徳天皇陵）Jというコ

ラムを設け，「大仙古墳は全長486m，高さ35m，三

重の壕を含めた総面積は約46万m2とL、う巨大な墓

です。土の総量だけでもlOtトラック25万台分とい

われ， 1日2000人が働いたとしても，約16年もかか

る大土木工事でした。この時代に， これほどの大工

事を完成させた大和朝廷の国カと技術は驚くべきも

のです。Jと，古墳建設がいかに大規模土木工事で

あったか，大和朝廷の国力と技術力がいかに卓越し

ていたかを定量的に説明しています。

平城京と長安の相違「城壁の存在J

平城京の建設に関して，自由社は，教科書本文に

「平城京は唐の都の長安を手本にして設計された。

ただし，日本の国情に合わせてつくられた部分もあ

る。長安には防備のために強固な城壁が設けられて

L、たが，平城京には城壁はなく，日本の平和な国情

をあらわしていた。都には，碁盤の目のように道が

通され，その北側の中央に，天皇の住まいや役所の

ある平城宮が置かれた」と，中学歴史教科書の中で

は唯一，平城京と長安の相違（＝城壁の有無）につい

て説明を加えるとともに 後述のコラムと写真解説

において，高さlOmを超える城壁で固まれていた

長安と城壁が無かった平城京を比較し，「平城京で

は，外敵も住民の逃亡も想定していなかった」と結

んでいます。

また，中央と地方を結，3，幹線道路（七道）の整備に

関して，清水書院は，「平城京と全国をむすぶ，で

きるかぎリ直線になるように計画された幹線道路

（七道とよばれた）も整備され，約16キロメートルご

とに駅家がおかれて各国と都のあいだを役人が行き

来したjと，当時の幹線道路が直線性にも優れてい

たことを説明しています。

戦国大名による治水・濯i耽・交通路整備

中近世では，平清盛による大輪田泊整備と日宋貿
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鵜の瀬堰 ［加藤清正公が手掛けた緑川の治水工事］

男［平安時代末期］，農業の発達（二毛作・午馬耕・

用水技術），交通の発達（馬借 －車借問丸）［以上，

鎌倉・室町時代l，戦国大名による国造D，太閤検

地［以上，戦国～安土桃山時代］，河川改修・新田

開発と耕地面積の倍増，五街道の整備，内航航路（西

廻り航路 ・東廻り航路 ・河川水運）の開設，伊能忠

敬の全国海岸線測量と日本地図作成［以上，江戸時

代］などが採録されています。

戦国大名による国造りでは，信玄堤（武田信玄に

より築かれた霞堤（かすみてい）と呼ばれる河川堤

防）をコラムで取り上げる教科書が少なくありませ

んが，この時代，全国の戦国大名が治水・濯j既・交

通路整備に力を注ぎました。

肥後国を治めた加藤清正もその一人で，清正は，

暴れ川と言われ何度も熊本城下を襲っていた白川や

緑川に堰を築き，井手（いで）を掘るなどして広大な

穀倉地帯をつくりました。また，大津街道など道づ

くりにも力を注ぎ，今日の熊本のいしずえをつくっ

た功績か5，地元では「せいしょこ（清正公）さん」

という愛称で呼ばれています。

わが国の近代化とインフラ整備

近代史では，鉄道の開通，電信網の整備，北海道

開拓，全国鉄道網の整備と固有化，［以上，明治時

代I電気 ・ガス ・水道の普及，都市計画，市電－

郊外電車・地下鉄・ターミナル駅の整備｛以上，大

正～昭和時代初期］などが採録されています。

教育出版は，明治維新と交通インフラに関して，
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歴史教科書が教えるインフラ整備と自然災害

国土への働きかけに関する記述 東京書籍 帝国書院 教育出版 日本文教出版 育鵬社 清水書院 学び舎 自由社

古代世界文明とインフラ （農耕・濯i既， j台水，道路，
。 。 。 。 。 。 。 。

下水道，都市，城壁など）

中国文明とインフラ （農耕・濯i既，治水，シルクロー
。 。 。 。 。 。 。 。

ト＼万里の長城など）

ローマ帝国とインフラ （道路網，水道橋など） 。 。 。 。 。 。 。

植物栽培の開始［縄文時代］ 。 。 。 。

i藍淑用水路と水田稲作の拡大 ［弥生時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

古墳建設と大和朝廷の国力 ［古墳時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

渡来人が伝えた土木（ため池等）技術 ［5世紀頃］ 。 。 。 。 ． 。 。

太宰府防衛と大野城 ・水城の建設 ［7世紀］ 。 。 。 。 。 。 。 。

平城京の建設 ［奈良時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

1:j:i央と地方を結ぶ幹線道路（七道）の整備［奈良H寺
。 。 。 。 。 。 。

代］

土地IJfl墾と墾田永年私ll':li:t ［奈良時代］ 。 。 。 。 。 。 。

行基による橋や斤j水路の整備 ［奈良時代］ 。 。 ． 。 。 。

平安京の建設 ［平安｜時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

土地開墾と荘園 ［平安時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

モンゴル帝国と陸 ・海の交通路の整備 。 。 。 。 。 ． 。 ． 
平il'i盛による大輪田泊整備と日宋貿易 ［平安時代

。 。 。 。 。 。 。 。
末期］

農業の発達（二毛作，牛馬耕，用水技術） ［鎌倉・

室IIIJ時代］
。 。 。 。 。 。 。 。

交通の発達（馬借・車借 ・問丸）［鎌倉 ・室町H寺代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

大航海時代と新航路の開拓 。 。 。 。 。 。 。 。

戦国大名による国土造り（治水・i：陸枇・交通路整備）
。 。 。 。 。 。 。 。

［戦国～安土桃山時代］

太閤検地 ［戦国～安土桃山時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

河川改修・新田開発と耕地面積の倍:l¥')［江戸時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

五街道の整備 ［江戸時代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

内航航路（西廻り航路，東廻り航路，河川水運）の

開設 ［江戸時代］
。 。 。 。 。 。 。 。

東北地方の冷害や浅間山の大I噴火による天明のき
。 。 。 。 。 。 。

きん ［江戸時代］

伊能忠敬の全国海岸線測量と日本地図作成 ［江戸
。 。 。 。 。 。 。 。

時代］

欧米諸国の発展と交通インフラ （産業革命と鉄道・
。 。 。 。 。 。 。 。

イギリス）

欧米諸国の発展と交通インフラ（西部rm拓とア メ
。 。 。 。 ． 

リカ大陸横断鉄道）

鉄道の開通，電信網の整備 ［明治H 。 。 。 。 。 。 。 。

北海道｜澗拓 ［明治時代］ 。 。 ． 。 。 。 。 。

令国鉄道網の整備と固有化 ［明治時代］ 。 。 。 。 。 。

八回興ーと鳥山頭ダム ［大正～l昭和H寺代初JUJ] ． ． ． ． ． 
m気 ・ ガス ・ 水道の普及 ［大正～H日和ll~i代初期］ 。 。 ． 。 。 。 。

｜湖東大震災後の復興，都市計画［大正～11/:'i利H寺代 ． 。 ． 。 。 。 。
初期］

市電，郊外電車，地下鉄，ターミナル駅の整f!H［大
。 。 。 。 。 。

正～昭和時代初期］

世界恐慌とニューデイール政策／大規模な公共事
。 。 。 。 。 。 。 。

業（アメリカ）

東海道新幹線と高速道路整備 ［昭和時代 戦後］ 。 。 ． 。 。 。 。 。

宅地（団地） ・ニュータウン開発 ［昭和1時代・戦後］ 。 。 。 。

阪神・淡路大震災，東日本大震災 ［現代］ 。 。 。 。 。 。 。 。

。：本文＋補足資料（テーマ学習，コラム，図・表・写真・解説）において記述あり， 0・本文において記述あり，．・補足資料において記述あり，

ー記述なし
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「交通では， 1872（明治5）年，新橋・横浜聞に初めて

鉄道が開通し，数年後には神戸・大阪・京都間も開

通しました。政府は，港や道路を建設し，海運会社

に補助金を支給するなど，交通網の整備を図リまし

た。通信では，飛脚に代わる郵便制度が，前島密の

立案で1871年に始まったほか，圏内各地が電信で結

ばれました。こうした整備によって，人や物資の輸

送，情報の伝達が便利になリ，全国的な交流も活発

になっていきました」，「1872年に初めて開通した鉄

道は，その後，官営に加えて民間による建設が進み，

全国に鉄道網が広がリました。日露戦争後には，経

営の統ーや軍事輸送の目的から，民間の主な鉄道は

固有化されました。海運も発達し，圏内・外国航路

が次々に開設されました。こうした鉄道や海運の広

がリによって，人や物資が短時間で大量に輸送でき

るようになリました。交通機関の発達は，通信網の

広がリとともに，経済の発展を支え，人々の生活す

る範囲を広げました」というように，交通インフラ

の整備とその影響（効果）を丁寧に説明しています。

また，以下にあげるように 「テーマ学習（発展学

習）」や「コラムJにおいて，国土への働きかけに

関する興味深い学習内容が採録されているのも，近

代の特徴です。

O課題学習「お雇い外国人」（育鵬社）－－ 横浜水

道をつくった「近代水道の父」へンりー・スペ

ンサ－ －／てーマーほか

0歴史を探ろう「移住と開拓が進む北海道」（帝

国書院）……近代化をめざした国家の一大ブロ

ジ、工ク卜

0 歴史ビ‘ユ一「刀を捨て，茶畑づくりに精魂を傾

けた武士の工リ ト 静岡県牧之原お茶物語」

（育鵬社）

0コラム「勇気と友情の物語世界と交流した近

代日本」（自由社）・ 0・0・0台湾に巨大夕、ムをつくっ

た八田輿ーほか

0歴史を探ろう「発展する産業都市大阪－神戸」

（帝国書院）・・・・－－「東洋のマンチェスターJ大阪と

神戸港，私鉄の発達と沿線開発・市街地の拡大

セメント コンクリート No.838. Dec. 2016 

自然災害の歴史と戦後インフラ教育の充実を！

現代（第二次世界大戦以降）については，東海道新

幹線，高速道路整備，宅地開発， ニュータウン開発

といった言葉が，教科書本文に散りばめられている

程度で，国土への働きかけに関する記述は極めて少

ないのが現状です。

戦災か5の復興（名古屋市や広島市にある 100

メートル道路の整備芯ど），祝崎台風 ・力スリーン

台風－アイオン台風・伊勢湾台風といった風水害と

の闘い，数次にわたる全国総合開発計画にもとづく

国土造り，道路整備とモタリゼションの進展に

よる経済成長など，教科書には記述されていない国

土への働きかけの歴史が第二次世界大戦以降には沢

山あります。

また，自然災害大国であるにも関わらす＼ほとん

どの教科書（学び合’を除く）では歴史的規模の大

地震や風水害ですら極めて限定的にしか扱っていま

せんし，ましてやそれらがわが国の歴史に与えた影

響について，詳しく解説されるととはほとんどあり

ません。

ただ，そのような中，今回の（平成28年度版）歴

史教科書かう，多くの出版社が，阪神・淡路大震災

や東日本大震災に関する記述を採録するようになっ

たことは評価できます。

なかでも東京書籍は，「歴史の中の大震災」とい

うタイトルの発展学習のページ（見聞き2頁）をもう

け，古代か5近世までの震災（「日本三代実録」に

記された貞観地震（869年）の様子，安政東海地震

(1854年）とアダムス中佐・ペリーの日本人称賛，

安政南海地震（同年）と「稲む5の火」の物語） ，三

陸沖地震（明治三陸沖地震（1896年） 昭和三陸沖

地震（1933年）と津波被害を伝える石碑の教訓），

関東大震災と後藤新平による復興都市計画，阪神

淡路大震災（1995年）とボランティア，東日本大

震災（20l l年）と子どもたち（復興に向けた取り組

み）， について丁寧に語りかけています。「日本では，

2011 （平成23）年3月11日午後2時46分に大地震が発生

し，東北地方の太平洋岸の各地に大津波がおし寄せ

83 



ました。このような大きな災害を受けたにもかかわ

らず，日本人が落ち着いた行動を取リ，避難所で助

け合う姿は，世界のメディアで報道され，称賛され

ました。このような行動の背景には， 日本が大震災

を何度も経験し，そのたびに乗リこえてきた歴史が

あリます」で始まり，「日本に住む私たちは，自然

災害をさけて生活することはできません。しかし，

自然災害が発生した際には，それを乗リこえてきた

過去の人々の体験や経験に学びながら，復興や災害

lこ強L、社会をつくるためには何が必要かを，みんな

で考えていくことが求められています」で結ばれて

いる発展学習のページには好感が持てます。

また，日本文教出版の教科書は，「災害の歴史

に学び，私たちの未来に活かすjというタイトル

の発展学習のページ（見聞き2頁）をもうけ，［絵］

1854年の安政南海地震の津波のようす（地震津浪

末代噺乃種），［写真］安政南海地震の被害を刻ん

だ石碑の文字に墨を入れる地元の住民（大阪市浪速

区2011年），［資料］大地震両川口津浪記（抜粋），

［図］明治以降の災害の件数の推移，［図・写真］岩

手県姉吉の大津浪記念碑，［写真］女川いのちの石

碑（2013年）などの関連資料を用いて，津波被害を

伝える石碑にフォー力スをあてた防災・減災教育を

｜二［気になった国｜在図書の目次 E
J二二」」／斗§ζf」三三J
＊建設業界 11月号（日本建設業連合会）
①特集生産性向上に関する座談会所長のマネジメン
ト力 魅力ある建設業にするためには ②日建連活動報
告 ：けんせつ小IIIT委員会が意見交換「技能労働者不足」
に対する考え方を公表 ③現場発見：太平洋を｜臨む 「ま
ち」をつくる 震災復興の土工現場

＊建築雑誌 11月号（日本建築学会）
①特集．建築系ビッグデータの実装・運用における課題
整理 ②座談会：他領域におけるビッグデータ活用の現
在 ③ビッグデータ時代のデータマネージメントを2100
年の予測から見てみる ④スマートセンサ型枠システム
による情報化・高速施工 ⑤マンション維持・修繕履歴
管理の課題と活用

~l( 土木施工 11月号（オフィス ・スペース）

84 

展開しています。

大石久和著『国土と日本人』に学ぶ

いすれにしても，歴

史上の著名な人物や文

化遺産等を主人公とす

る「政治史・人物史」

「事件・出来事史」を

核とする歴史教科書で

は，国土形成の歴史や

インフラの役割や効

果，インフラ整備や防

災.；，戚災に携わってき

た人々の苦労などは，

教科書全体の中に散見

巾公新l!l

21Sl 

国土と日本人一災害大国の
生き方（中公新書2151)

される程度の記述量にとどまるため，これらを体系

的に学習するととは難しいと言わざるを得ません。

日本人の国土への働きかけの歴史，わが国の自然

災害の歴史は，大石久和著『国士と日本人j（中央

公論新社）に体系的にとりまとめられていますので，

今後の歴史教科書への活用を期待したいと思いま

す。

①近畿圏の未来を支えるインフラ整備 ②アジアのゲー
トウェイを担い，我が国の成長エンジンとなる圏域 ③ 
歴史・伝統文化が集積し，世界を魅了し続ける圏域 ④ 
快適で豊かに生き生きと暮らせる圏域 ⑤暮らし・産業
を守る災害に強い安全・安心圏域 ⑥人と自然が共生す
る持続可能な世界的環境先進圏域

写・（ 建設機械施工 11月号（日本建設機械施工協会）
①土工 特集 ②巻頭言 ：ICT導入による建設施工の生
産性向上に向けて ③行政情報 CM方式を活用した震
災復興事業の現状報告 ④土工用建設ロボッ トの開発に
おける新たな挑戦 ⑤大分川ダム建設工事

＊建材フォーラム 11月号（工文社）
①特集：漆喰の家の魅力 ②現場レポート．漆喰と左官
技術が織り成す「こだわりの我家」 ③インタビュー：
自然素材の家に漆喰の良さを活かす

＊道路建設 11月号（日本道路建設業協会）
①特別寄稿： i-Constructionの目指すもの（小津一雅）
②座談会：舗装工事へのICT導入と生産性向上現状と
課題③特集：建設現場の生産性革命に向けた国土交通
省の取り組み
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